
大阪府営泉佐野丘陵緑地について

大阪府営泉佐野丘陵緑地は、21世紀に大阪府ではじめてオープンした19番目の府営公園です。この公園では、府民の皆

さんと大阪府が計画づくりの段階から一緒につくる取り組みを進めています。また、この新しい公園づくりの考え方にご賛同い

ただいた企業グループ「大輪会」から事業を支援していただいています。

泉佐野丘陵緑地パーククラブについて

泉佐野丘陵緑地パーククラブは、大阪府のパートナーとして園内での整備活動やイベント活動を企画・実施する公園ボラ

ンティアです。平成22年8月に設立され、現在94名(平成30年7月時点)の方々が活動されています。
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パークレンジャー
養成講習

一緒に公園づくりを楽しもう！

開催期間

開催場所

主催 大阪府

2018年9月      2018年12月

大阪府営泉佐野丘陵緑地

公園の愛称

道をつくろう！

イベント
を

つくろう！
植物を育てよう！

〒598-0024  泉佐野市上之郷90

TEL：072-467-2491 
〒598-0024  泉佐野市上之郷90

TEL：072-467-2491 
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養成講習の様子

　パークレンジャー養成講習は、府民や市民のみなさまに大阪府のパートナーとして大阪府営泉佐野丘陵緑地の公園づくり

にご参加いただくボランティア（パークレンジャー）を養成するための講習です。講習では、公園づくりの考え方や技術などを実

践を通じて学びます。

　この講習の全課程を修了された方がパークレンジャーとなり、大阪府営泉佐野丘陵緑地の公園づくりにご参加いただけます。

講習の全課程を修了された方に

大阪府より「修了証書」をお渡しします。

※上記以外に、10月7日（日）に安全講習も行います。パーククラブメンバーと養成講習の受講生が対象です。こちらもできる限り参加してください。
※実習の際は、野外活動となりますので、動きやすい服装、歩きやすい靴でご参加ください。
※日程、内容等については、変更する場合があります。また、開催時間については、講習の状況によっては延びる場合もあります。

講習内容とスケジュール

開催期間

2018年9月～2018年12月

泉佐野丘陵緑地へのアクセス

参加費用

  500円（保険料として）
※講習中に必要となる道具、材料は大阪府が準備します。

ただし、パークレンジャーは無償ボランティアであり、講習中もパークレン

ジャーとなられても賃金や交通費、昼食代等の支給はありません。　

パークレンジャー養成講習について

開催場所

大阪府営泉佐野丘陵緑地　

　　パークセンター研修室　および　園内

　　※集合場所：パークセンター

応募条件

・当公園の理念に賛同していただける方

・講習修了後、「泉佐野丘陵緑地パーククラブ」に入会し、

 当公園で活動していただける方

・18歳以上で自分の責任で活動していただける方

・全課程（次頁スケジュール）を受講できる方

募集定員

30名

※応募方法などは、右ページをご覧ください。　

※講習内容の詳細は、右ページをご覧ください。

[電車でお越しの場合]
・JR長滝駅から徒歩30分

[車でお越しの場合] 
・泉佐野JCT降りてすぐ

［泉佐野観光周遊バス(無料)※日曜日のみ］
詳細は泉佐野市ホームページをご確認ください。

い き : 南海「泉佐野」駅・JR「日根野」駅→パークセンター前【9:25】着 
かえり : パークセンター前【16:51】発→JR「日根野」駅→南海「泉佐野」駅

N

座学座学

修了式修了式

実習実習

2018年9月23日（日）までに応募者全員に連絡します。

※定員（30名）を超える応募があった場合は、抽選により受講者を       　   

   決定します。

※参加申込書は右記ホームページからもダウンロードできます。

結果について

【2018年9月19日（水）正午】必着

別紙参加申込書にご記入の上、郵送、FAX、E-mail、

パークセンター窓口のいずれかでお申し込みください。

応募方法

※いずれも送付後に、右記の応募・問い合わせ先まで着信確認を

お願いします。

泉佐野丘陵緑地　パークセンター

〒598-0024  泉佐野市上之郷90

TEL：072-467-2491 / FAX：072-467-2493 （9:30から17:00）
※休館日を除く（月曜日、祝日の場合は翌日が休館）
E-mail：kishiwadadoboku-g17@sbox.pref.osaka.lg.jp

ホームページ

http://www.izumisano-kyuryo.jp/
http://www.pref.osaka.jp/kishido/kishido-home/izumisano.html

泉佐野丘陵緑地　パークセンター

〒598-0024  泉佐野市上之郷90

TEL：072-467-2491 / FAX：072-467-2493 （9:30から17:00）
※休館日を除く（月曜日、祝日の場合は翌日が休館）
E-mail：kishiwadadoboku-g17@sbox.pref.osaka.lg.jp

ホームページ

http://www.izumisano-kyuryo.jp/
http://www.pref.osaka.jp/kishido/kishido-home/izumisano.html

この講座は企業グループ「大輪会」の

協力で開催しています。

応募・問い合わせ先

泉佐野丘陵緑地の公園づくりについ

て、基本的な考え方や整備の方向性、

これまでの府民協働の経緯などについ

て学びます。

【講師】

大阪府立大学特認教授　増田 昇

9/30
 (日）

第
１
回

10/21
 (日）

第
２
回

11/18
 (日）

第
３
回

12/16
 (日）

第
４
回

午前10:00～12:00

公園づくりの基本的な考え方を学ぼう

園路や広場の整備と新設、園路上に設

置する階段やベンチの制作、竹林の伐

採や維持管理、タケノコ掘りイベントの

開催などに取り組む園路竹林チームの

活動を体験します。

午前9:45～12:00

園路竹林チームの活動体験

午後13:00～15:00

パーククラブと公園の紹介

パーククラブの活動内容と、園内を歩き

ながら公園を紹介します。

【講師】

パーククラブ代表　那須 利之 

公園に隣接する天神川の流域で、ホタ

ルを観察するための園路や広場などの

整備や、ホタルの生態調査などに取り

組む天神川流域チームの活動を体験

します。

午後13:00～15:15

天神川流域チームの活動体験

園内の草花や樹木、昆虫や野鳥などの

調査と観察会、ササユリなどの花の育

成、自然の材料を活かした食事づくり体

験などに取り組む自然ふれあいチーム

の活動を体験します。

午前9:45～12:00

自然ふれあいチームの活動体験

放置されていた棚田を再生した「レンジ

ャー棚田」を使って、お米や季節に応じ

た野菜の栽培、植え付け・収穫イベント

などに取り組む棚田チームの活動を体

験します。

午後13:00～15:15

棚田チームの活動体験

園内にたくさん生えている竹を活用し

て、竹とんぼや竹の水鉄砲などのオモ

チャや、竹笛や竹琴などの楽器、竹の

ブレスレットなどの工作イベントに取り組

む竹工作チームの活動を体験します。

午前9:45～12:00

竹工作チームの活動体験

園内にある果樹と樹木の維持管理や、

苗木からの育成、木材を使ったキノコの

栽培を体験するイベントの開催などに取

り組む果樹樹木キノコチームの活動を

体験します。

午後13:00～15:15　※15:30～16:45に修了式と入会手続き

果樹樹木キノコチームの活動体験

全回とも集合場所はパークセンターです。第１回は座学と公園案内、第２回以降はパーククラブの活動を現場で体験します。



 

 

 

２０１８年度パークレンジャー養成講習参加者の状況 

 

～参加者合計７名～ 

 

 

■男女別  男性５名      女性２名  

 

 

 

 

■年齢別  ２０歳～７５歳 

        １０代 ０名 

２０代 １名 

        ３０代 ０名 

        ４０代 １名  

        ５０代 １名  

        ６０代 ４名  

        ７０代 ０名  

  

 

 

 

■住所別  周辺市町    ７名    

（泉佐野市５・熊取町１・泉南市１・阪南市０） 

 

■講習を何で知ったか 

１．チラシ    ２名（公園内、泉佐野市中央図書館） 

２．掲載記事   ０名 

３．ホームページ ４名 

４．知人     １名 

５．その他    ０名 
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養成講座年齢別受講者数  
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